
同
志
社
夫
学
国
文
学
会
ｏ
報

昭
和
丘
十
年
度
国
文
学
会
役
貝

　
　
　
　
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
橋
　
　
寛

　
　
　
　
常
任
委
員
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
　
浩
　
　
安
永
　
武
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
貞
三
　
　
玉
村
　
文
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
沢
　
幸
三
　
　
谷
口
　
広
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
　
武
男
　
　
和
田
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
　
　
修
　
　
渡
辺
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
羽
　
淑
子
　
　
大
北
　
正
明

　
　
　
　
評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
名

　
　
　
　
会
計
監
査
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
隆
夫
　
　
広
出
　
　
収

昭
和
五
十
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
国
語
教
育
研
究
会
（
六
月
二
十
九
日
・
勤
労
会
館
）
Ｖ

　
　
俳
句
の
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
　
博
幸
（
平
安
女
学
院
中
学
校
）

　
　
戦
争
教
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
保
　
昭
夫
（
大
阪
府
立
枚
方
高
校
）

〈
教
育
問
題
懇
談
会
（
八
月
一
日
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
Ｖ

　
　
生
活
指
導
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
　
繁
行
（
泉
ケ
丘
中
学
校
）

　
　
現
代
国
語
の
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
光
次
郎
（
桃
山
学
院
高
校
）

〈
総
会
・
研
究
発
表
会
（
十
一
月
二
十
三
口
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
Ｖ

　
　
天
真
名
井
の
伝
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
原
　
啓
子
（
大
学
院
生
）

〈
国
文
学
会
講
演
会
（
十
二
月
十
一
口
）

　
　
藤
村
の
『
家
』
を
中
心
に

　
　
　
－
芸
術
と
実
生
活
－
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
川
　
信
介
氏

昭
和
四
十
九
年
度
卒
業
論
文
題
目

く
日
本
文
学
古
代
前
期
Ｖ

　
　
柿
本
人
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
直
　
美

　
　
大
伴
旅
人
論

　
　
　
…
－
讃
酒
歌
を
中
心
上
し
て
－
－
　
　
　
　
河
原
林
映
子

　
　
山
上
砿
良
論
　
　
　
　
　
　
　
児
島
裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
Ｌ



持
統
女
帝
論

額
田
王
論

ト
ゥ
バ
ラ
ー
マ
の
研
究

人
麻
呂
の
天
皇
観

異
郷
論

　
　
　
常
世
と
神
仙
思
想
を
中
心
に

有
然
詠
か
ら
叙
景
歌
へ

枕
詞
に
つ
い
て

挽
歌
の
成
立

神
々
の
基
盤

　
　
　
事
代
主
神
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
１

道
行
き
の
変
遷

柿
本
人
麻
呂
の
挽
歌

柿
本
人
麻
呂

　
　
　
大
宝
二
年
頃
以
後
を
中
心
に

古
代
日
本
人
の
自
然
観

　
　
柿
本
人
麻
呂
を
中
心
に

山
上
憶
良
と
唐

　
　
憶
良
の
滞
唐
で
の
成
果
－

詩
の
発
生

正
　
岡
　
淳
　
子

町
　
旧
依
子

宮
城
や
よ
い

澤
田
真
知
子

沢塩中谷

田田田
口

と

武優員
も

男子子子

巽
　
　
　
康
真

鶴
原
多
鶴
子

土
谷
頼
子

上
　
西

山
　
口

昭

洋
子

吉
田
佐
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
六

　
　
－
呪
詞
的
言
語
の
消
息
を
め
ぐ
っ
て
－
上
久
保
孝
史

　
東
歌
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
　
　
博

　
　
「
神
語
」
叙
説
　
　
　
　
　
　
神
山
孝
一

く
日
本
文
学
古
代
後
期
Ｖ

　
伊
勢
物
語
の
増
益
章
段
　
　
　
　
　
段
上
修
二

　
清
少
納
言
枕
草
子
　
　
　
　
　
本
池
秀
子

　
紫
式
部
の
人
間
性

　
　
－
「
紫
式
部
集
」
を
中
心
に
－
　
　
中
村
孝
子

　
紫
式
部
の
厭
世
的
心
情
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
長
尾
由
紀
子

　
紫
式
部

　
　
－
身
と
心
の
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
南
条
繁
子

　
　
「
紫
式
部
日
記
」
の
文
学
的
達
成
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
と
よ
子

　
平
中
物
語
論

　
　
－
そ
の
「
色
好
み
」
と
「
笑
い
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
田
　
周
子

　
竹
取
物
語
論
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
武

　
紀
貫
之
論
　
　
　
　
　
　
時
里
二
郎

　
　
「
提
中
紬
言
物
語
」
各
篇
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
鶴
　
田
　
　
　
純

　
　
「
紫
式
部
集
」
に
見
る
紫
式
部
の
内
面
的
世
界
　
安
　
原
　
啓
　
子

　
紫
式
部
の
人
間
像



　
　
　
　
　
性
格
の
変
貌
と
生
へ
の
盗
勢
ｉ
　
　
　
矢

　
　
須
磨
・
明
石
巻
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳

　
　
紫
式
部
の
人
間
像

　
　
　
ー
そ
の
宿
肚
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

く
目
本
文
学
中
世
Ｖ

　
　
平
家
物
語
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
　
方
丈
記
に
つ
い
て
村

　
　
徒
然
草
の
文
学
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
　
平
家
物
語
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
方
法
と
そ
の
構
想

　
　
　
　
鹿
谷
事
件
を
通
し
て
１
　
　
　
　
　
　
谷

　
　
「
平
家
物
語
」
形
成
に
お
け
る
友
現
と
仔
情
・
一
断
而

　
　
　
　
　
「
足
摺
」
説
話
の
表
現
展
開
を
逝
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
「
卒
都
婆
小
町
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
曽
我
謡
曲
に
つ
い
て

　
　
ー
そ
の
民
衆
志
向
－
　
　
　
　
　
　
　
富

　
　
中
世
軍
記
物
語
に
お
け
る
歴
史
と
文
学

島木

淳純

木
　
清

原田橋口阪島

ｕ貝雅

子子子幸敬代

広
　
之

義

旧
　
淳

　
－
将
門
記
の
課
題
と
平
家
物
語
の
構
想
ｉ
－
柳
田
洋

「
平
家
物
語
」
維
盛
像
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
金
　
子

平
家
物
語
に
お
け
る
維
盛
と
宗
盛

英浩子郎彰

　
　
　
－
そ
の
死
を
め
ぐ
っ
て
－

〈
日
本
文
学
近
世
Ｖ

　
　
芭
蕉
の
旅

　
　
「
好
色
一
代
女
」

　
　
　
１
ｉ
－
好
色
に
つ
い
て
ｉ
－
－

、

」
ノ

林
　
正

堀
　
野

幸

孝
　
子

今
井
由
美
子

好
色
五
人
女

　
－
１
西
鶴
の
求
め
た
人
間
像
－
－
－
　
　
井
筒
裕

「
笈
の
小
文
」
研
究

　
－
未
定
稿
説
を
め
ぐ
っ
て
－
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
仕

近
松
世
話
浄
瑠
璃
覚
え
書
き

　
１
、
泄
の
ま
が
ひ
も
の
か
ら
の
忠
告
－
－
－
　
加
藤
公

雨
月
物
語
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
富
真
理

「
好
色
五
人
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
よ
し

「
日
本
永
代
蔵
」
論
　
　
　
　
　
大
浦
広

蕉
風
確
立
以
前
の
芭
焦
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
園
田
恵
理

「
曽
根
崎
心
中
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
山
　
不

芭
蕉
に
於
け
る
西
行
に
つ
い
て
の
考
察
　
　
宮
崎
徳

近
松
廿
話
浄
る
り
祝
言
物
論
の
前
提

　
　
　
「
主
題
の
分
裂
」
に
内
花
す
る
も
の
－
１
－
宇
　
野
　
衷

〈
日
本
文
学
近
代
・
現
代
Ｖ

二
七

子子子子子子子人子彦



「
島
木
健
作
論
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
　
野
　
良
　
和

芥
川
龍
之
介
論

　
－
私
小
説
へ
の
傾
斜
に
つ
い
て
－
　
　
藤
旧
栄
子

芥
川
龍
之
介
試
論

　
　
作
家
的
出
発
に
お
け
る
虚
構
の
意
味
－
池
出
哲
郎

萩
原
朔
太
郎
「
月
に
吠
え
る
」
に
つ
い
て
　
　
　
犬
　
塚
　
治
　
　
、

有
島
武
郎
論

　
　
　
「
或
る
女
」
の
一
考
察
－
　
　
　
　
　
入
江
美
也
子

北
村
透
谷
小
論
　
　
　
板
山
修

福
永
武
彦
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
川
　
佳
　
子

永
井
荷
風
論

　
　
新
帰
朝
者
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
原
万
利
子

晩
年
の
漱
石

　
　
　
「
道
草
」
を
中
心
に
－
　
　
　
　
　
　
前
　
原
　
　
　
充

太
宰
治
く
中
期
Ｖ
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
　
　
　
美
登
利

夏
目
漱
石
と
「
こ
こ
ろ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
林
　
造

中
島
敦
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
井
三
千
夫

「
或
の
女
の
グ
リ
ン
プ
ス
」
か
ら
「
或
る
女
」
へ

　
　
　
有
島
武
郎
の
自
由
像
の
変
遷
－
　
　
　
西
畑
三
千
代

「
浮
雲
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
野
里
好
啓

二
一
八

小
林
多
喜
二
論
　
　
　
　
　
　
　
奥
畑
　
　
司

い
ぬ
い
と
み
こ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
　
　
　
高
村
む
っ
子

素
顔
と
仮
面

　
－
三
島
由
紀
夫
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
と
古
典
主
義
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
尚
柳
　
　
　
誠

中
原
中
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
永
　
泰
　
男

童
話
作
家
新
美
南
吉
　
　
　
　
　
　
　
富
永
美
紀
子

太
宰
治
の
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
美
替
子

黒
島
伝
治
論

　
　
農
民
文
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
　
隆
　
味

小
林
秀
雄
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
地
　
　
　
元

「
夢
十
夜
」
論

　
　
生
と
死
と
幻
想
と

三
島
由
紀
夫
論

山
川
方
夫

新
美
南
吉
論

「
行
人
」
と
漱
石

晩
年
の
石
川
啄
木

「
我
等
の
一
団
と
彼
」
私
論

埴
谷
雄
高
論

宮中ト
ー

流田藤

尾村野石原村

泰貴紀明逸

輝志枝子実枝

熊
谷
美
津
子



　
　
　
　
　
そ
の
川
心
杣
阯
と
一
文
〃
十
－
－
－

　
　
漱
石
文
学
と
リ
ア
リ
ズ
ム

　
　
巾
原
巾
也
の
歌

　
　
宮
汰
賢
冷
試
論

　
　
　
１
「
オ
ッ
ペ
ル
と
象
」
・
「
カ
イ
ロ
団
長
」
に

　
　
　
　
お
け
ゐ
、
川
心
似
に
つ
い
て
１
－
－
！

〈
国
語
学
Ｖ

　
　
辛
川
　
　
文
。
の
文
瓜
…

　
　
川
珊
康
成
の
文
休
に
つ
い
て

　
　
現
代
の
待
辿
表
現
■

　
　
萩
．
原
朔
太
郎
の
詩
の
文
休

　
　
肯
小
一
一
、
〕
火
の
敬
珊
…

　
　
伽
巾
方
一
．
一
□
の
歴
史
灼
考
察

　
　
　
－
…
革
木
牟
．
主
と
し
て
１

　
　
蒙
求
抄
に
お
け
ろ
複
く
Ｈ
評
の
研
先

　
　
「
勤
詞
十
補
功
動
詞
」
七
種
の
意
味

　
　
　
　
　
ア
ス
ペ
ク
ト
と
テ
ン
ス
を
め
ぐ
っ
て
…
－

昭
和
四
十
九
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　
紫
式
部
成
立
考

Ｔ
　
」

厄
一
＼

ノノ
．
ハ

ト
火

一
丁
小

反刀

’
・
長
、

へ
、
巧
一・

＼

一ア里ｎ
’
・
長
、

Ｈ
考

津原
那

木上木口

賢み 疹
ガ

　
一
＼

ノ淳ど贋
八
Ｕ

王

圭
目
同

へ
Ｊ

ノ
ー

｝
、
予

孝

Ｆ
一
．朱子丁子美

「
］

一
」
Ｊ

橋
由
美
子

　
－
－
－
－
紫
式
部
Ｈ
記
と
の
閑
係
に
つ
い
て

平
次
物
糾
諦
木
に
お
け
る
一
考
察

　
－
－
－
；
女
院
閉
係
記
箏
の
定
位
－
－
ｉ
－

天
孫
咋
鮒
仙
話
の
一
研
究

編
集

後

記

上三吉

ｌ１Ｉ

］
．
－
Ｊ

ア皿

信政

丁

一
１，

１

　
間
も
な
く
梅
も
ふ
く
ら
む
こ
と
だ
ろ
う
が
、
第
十
一
号
を
み
な
さ
ん
の
子
も

と
に
お
上
ど
け
で
き
る
の
は
嫡
し
い
限
り
で
、
あ
る
。
ど
う
か
『
同
志
社
旧
文

学
』
が
会
＾
諦
丁
の
心
の
給
び
目
て
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
み
ん
な
の
研
先

や
願
甲
が
充
火
さ
れ
る
場
で
あ
二
し
ほ
し
い
。

山
庇
木
汀
の
こ
し
一
ば
に
「
凡
そ
物
必
ず
十
年
に
変
ず
る
物
な
り
」
と
あ
る
一
て

う
で
あ
み
。
た
し
か
に
十
年
と
い
う
歳
月
は
個
人
に
お
い
て
も
重
み
を
持
っ
て

い
る
。
わ
ハ
わ
れ
の
『
同
志
社
国
文
学
』
も
そ
ろ
そ
ろ
内
か
ら
の
変
革
が
必
要

な
の
で
は
あ
フ
り
ま
い
か
。
そ
れ
を
べ
っ
な
こ
と
ば
で
い
う
と
、
若
き
執
筆
者
の

出
理
と
、
沽
新
な
方
汰
論
の
展
開
て
、
あ
ス
、
。
一
時
代
の
作
品
に
限
ら
れ
フ
り
こ
と

な
く
、
特
定
の
分
野
に
執
す
プ
勺
二
と
な
く
、
待
方
、
面
か
ら
生
気
溢
れ
ろ
研
先
が

続
山
す
ブ
り
こ
と
を
祈
り
た
い
。

　
経
済
危
機
の
叫
ば
れ
て
い
る
時
期
で
は
あ
ろ
が
、
今
冬
も
温
暖
な
日
が
続
い

て
い
ろ
。
こ
の
春
巣
立
、
ち
行
く
学
生
も
、
ま
た
職
場
や
家
庭
に
て
活
雌
し
て
い

ろ
卒
業
什
．
淋
ハ
も
、
ど
う
ぞ
本
誌
に
声
援
と
批
評
を
寄
せ
ら
れ
ん
こ
Ｌ
」
を
…

…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
沢
辛
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
几




